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お し ら せ お し ら せ

　伯耆町では、死別・離別などにより、ひとり親となった家庭の父又は母及び子等に関して医療
機関で支払われる医療費の助成を行っています。前年所得の状況等により、助成の方法が異なり
ます。制度の内容は、次の表でご確認ください。資格にあてはまる場合は役場窓口で申請をして
ください。(申請書等の提出先　総合福祉課健康増進室 又は 溝口分庁舎分庁統括課総合窓口室)

◆伯耆町特別医療費助成制度◆

18歳まで（18歳になった年の３月
末まで）の子供を養育する扶養義務
者とその子供
＊ただし所得税非課税世帯に限る

入院1,200円/1日
通院530円/1日
（通院は同一医療機関で月
4回まで）

印鑑、健康保険証
世帯全員の前年の収入が
わかるもの（所得課税証
明書、源泉徴収票など）

◆伯耆町医療費助成制度◆

18歳まで（18歳になった年の３月
末まで）の子供を養育するひとり親
家庭の扶養義務者とその子供
（特別医療受給対象者を除く）
＊児童扶養手当の所得制限以下であること

入院1,200円/1日
通院530円/1日
（通院は同一医療機関で月
4回まで）

印鑑、健康保険証
領収証（レシート不可）
通帳
児童扶養手当証書

対　象　と　な　る　方

＊現在、平成18年7月～平成19年6月分の受給者資格の認定申請を受付けています。

＊医療機関で受け取られた領収証は、大切に保管をしてください。

受診者が負担する額 申請に必要なもの

対　象　と　な　る　方 受診者が負担する額 申請に必要なもの

・・・地域のみなさんの力をかしてください・・・

～町内の小中学生は防犯ブザーを携帯しています！～

助けを求める音「防犯ブザー」を聞き逃さないで!!

「防犯ブザー」は、緊急時に大音量で相手をひるませることができると同時に、助けを呼ぶのに
使われるものです。町では、児童や生徒などを狙った凶悪事件から子どもたちを守ろうと、昨年
1月から町内の小学生と中学生にこの「防犯ブザー」を配布し、一人一人が携帯しています。

地域のみなさんの心がけ一つで地域の子どもたちを守ることができ、子どもたちも安心して過ご
すことができます。安心安全な町にしていきましょう。

　小中学生は「防犯ブザー」を携帯しています。
もし、どこかで「防犯ブザー」の音をお聞きになったら･･･、
それは子どもたちに危険が迫っているという合図!!です。
　周囲を確認して子どもたちに手を差し伸べていただきますようよろしくお願いします。

塾生募集！！

まちづくりに意欲や情熱を持つ方々に参加いただき、「ほうきま
ちづくり塾」を開催します。このまちづくり塾では、協働のまち
づくりについての理解を深めていただくとともに、地域の担い手
となる人材の育成を目指します。

募集要項
○伯耆町行政の概要を理解し、課題や問題点を共有する
○伯耆町が取り組む協働のまちづくりの仕組みを検討する
○まちづくり指針の策定にむけた検討を行う
○集落や地域を担う地域リーダーの育成を行う
２０人程度　
１８歳以上の町内在住者または在勤者で継続的に参加いただける方
第１回開催日から平成１８年１２月末まで
○平成１８年７月～１２月まで　毎月１～２回　19：00から　２時間程度
○町内の公共施設
○講義、小グループによる討議、町外研修や県等の主催する研修へ参加
〒689-4133　伯耆町吉長37番地３　自治振興課町づくり推進室
　tel 68-3113　fax 68-3866　メールアドレスmachidukuri@houki-town.jp
「申し込み用紙」の項目を郵便、ＦＡＸ、ｅメールにより申し込み
＊申し込み用紙は、自治振興課に設置、HPにも掲載
平成１８年７月１０日（月）
○報酬・費用弁償は一切なし
○外部からのアドバイザーを依頼する
○開催回数等は進捗状況により参加者と協議の上、決定する

具体的な役割

予 定 人 数
応 募 資 格

申し込み先

応 募 方 法

応 募 締 切

そ の 他

任 期

実施時間・
場所・方法等

　この運動は、県民一人ひとりに交通安全思想の普及・浸透を図るとともに、夏休みにおけ
る子どもや高齢者の交通事故等に対する交通安全対策を強化し、交通ルールの遵守と正しい
交通マナーの実践を習慣付けることにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的として実
施されるものです。
今回の運動の重点は・・・

１　子どもと高齢者の
　交通事故防止

２　シートベルトとチャイルド
　シートの
　着用の徹底

３　自転車の安全利用
　の推進

期間　7月12日（水）～7月21日（金）


